
広げよう人の輪 深めよう地域の絆 自治会加入で安心生活
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ト
ビ

ツ
ク
ス令

和
７
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
総
会

法
の
郷
公
園
の
ヒ
ラ
ド
ツ
ツ
ジ
が
赤
紫
色
に
咲
き
風
薫
る
佳
き
日
、
令
和
７
年
度
飯

山
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
総
会
が
５
月
１０
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
自
治
会
長
お
よ
び
各
種
団
体
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
議
員
８２
名
が
出
席
し
、
令
和

７
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
な
ど
、
計
１０
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
す
べ

て
の
議
案
が
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
、
新
年
度
法
の
郷
ま
ち
づ
く
り
事
業
が
正
式
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

国
道
バ
イ
パ
ス
や
市
道
五
反
地
沖
線
な

ど
の
道
路
網
整
備
事
業
は
佳
境
を
迎
え
、

南
小
学
校
校
合
の
整
備
も
実
施
設
計
へ
と

進
む
な
ど
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
法
の
郷
は
、

ま
さ
に
未
来
へ
の
扉
を
開
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
思
恵

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
、
◆
ま
さ
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「法
の
郷

第
四
次
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

も
２
年
目
を
迎
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
６
部

会
と
、
全
体
で
取
り
組
む
実
行
委
員
会
組

織
が

一
体
と
な
っ
て
地
域
活
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
力
を

高
め
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

今
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、
法
の

郷
公
園
の
有
効
適
用
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

特
に
、
夏
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
飯
山
高

校
総
合
学
科
３
年
生
に
呼
び
か
け
、
「総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
の

一
環
と
し
て
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
、
私
た
ち
は
そ
の
渚

動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
進
展
す
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
対

応
し
、
交
通
事
故
防
止
教
室
な
ど
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
安
全

。
安
心
な
暮
ら
し
づ

く
り
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

幸
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
設
立
以
来
の
基

本
理
念
で
あ
る

「
一
人
の
百
歩
よ
り

百

人
の

一
歩
」
の
精
神
は
地
域
に
根
付
き
つ

つ
あ
り
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ

と
に
挑
戦
し
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

当
日
承
認
を
得
た
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り

ё
令
和
６
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
事

業
報
告
、
同
収
支
決
算
報
告
。
同
指
定

管
理
者
制
度
事
業
報
告
、
同
収
支
決
算

報
告

●
協
議
会
会
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

０
協
議
会
役
員
選
任
に
つ
い
て

０
令
和
７
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
事

業
計
画
、
同
収
支
予
算
。
同
指
定
管
理

者
制
度
事
業
計
画
、
同
収
支
予
算

飯
山
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
役
員

顧
　
間

酸
Π　
事

監
Π

事

圭
口　
記

△
Ａ
　
　
斗
副

副
会
長

副
会
長

△
蚕
　
　
Ｅ買

役

職

山
口
　
一員
子

香
川
　
静
則

村
山
美
恵
子

佃
　
　
正
司

株
屋
根
　
明

萱
原
　
洋
子

秦
　
　
佳
子

進
　
　
和
彦

氏

名

諄麟ミ欲↓命J

◎林あ
きもの とイ静

丸亀市飯山田]下法軍寺691-6

oo0120‐ 07‐8848
9:30～ 19:00 火曜日定休

http://wvvw.hayashiya― g「Oup com/

地域社会の皆様と共に

AM9:00～ PM7:00

丸亀市綾歌町栗熊東

TEL 0877‐ 86‐3666

決」A否川呉
飯山支店

TEL 0877‐ 98‐3263
FAX 087フー98‐6995

丸亀市飯山町下法軍寺545-1
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ど
あ
ん
・な
い

保
健
師
の
健
康
相
談

甲
込
不
翌

【内
容
天
フ
月
は
目
密
度
測
定
が
あ
り
ま
す

血
圧
・体
組
成
測
定
・検
尿

【日
時
】
６
月
１８
日
（水
）

９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

【場
所
】第
２
会
議
室

【対
象
】市
民

【間
合
】市
健
康
課
　
盆
２
４
１
８
８
０
６

生
涯
学
習
講
座

「三
崎
先
生
の
音
楽
療
法
」

～
楽
し
く
歌

っ
て
大
笑
い
し
ま
せ
ん
か
～

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

【日
時
】
６
月
４
日
（水
）

１０
時
～
１１
時

【場
所
】多
目
的
室

い

。
ど

　

つ
」

―
ク
ル
の
紹
介

一讚
陵
法
勲
寺
太
鼓

太
鼓
好
き
の
私
た
ち
で
す
が
、お
腹
の
中

か
ら
響
い
て
来
る
音
を
肌
で
感
じ
な
が
ら

エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
ま
す
。太
鼓
を
叩
い
て

い
る
と
気
分
爽
快
、心
が
弾
み
わ
く
わ
く
し

て
来
ま
す
。
一
緒
に
叩
い
て
太
鼓
の
奥
深
さ

を
感
じ
ま
し
ょ
う
。

【日
時
】毎
週
火
曜

１８
時
２。
分
～
１９
時
２０
分

月
１
回
日
曜

１３
時
～
１５
時

【場
所
】多
目
的
室
１

【申
込
・間
合
誓
田士
末
栄
子

奮
０
９
０
１
８
９
７
５
１
５
０
１

ご
あ
ん
な
い

。
エ
ー
ル

♪

BE

〃 〃

理

　

事

監
ｍ　　　　事

圭
四　
　
記

〈本　　　　梨副

〃

副

会

長

〈不
　　　　Ｅ頁

役
　
職

東
原
ハ
イ
ツ
一
長
谷
川

孝

東
ノ」ヽ
サ||

団
地

佐
川
　
晴
雄

一副

場

団

地
一
乗
松
　
典
子

島
田
ミ
サ
ワ
一
渡
辺
　
啓
子

Ｓ
Ｔ
讃
岐
［昌
士
一
島
本
　
　
裕

一選

田

津
郷
　
一嘉
臣

樋
　
の
　
□
一
平
尾
　
要
範

ネ
オ
ハ
イ
ツ
飯
山
一
西
俣
　
勇

一

消

防

署

東

前
田
　
孝
義

岡
　
下
　
所
一
樽
本
　
勇
人

西

の

山

皇

サII

威

ノ」ヽ

山

滝
坂

賢
二

習
一三
一耳
協
議
（本
一
進
　
　
和
彦

由日
　　ふ旭　　△不

氏
　
名

農
村
食
堂
実
施

（ふ
れ
あ
い
交
流
部

・
法
の
郷
食
堂
班
）

農
業
振
興
支
援
を
目
的
と
し
て
農
事
組

合
法
人
お
よ
び
認
定
農
業
者
を
対
象
に
、

地
元
で
採
れ
る
旬
の
食
材
を
使

っ
た
手
作

り
弁
当
を
販
売
し
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
注
文
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【圏
時
】
６
月
２４
国
（土
▼
２２
国
（日
）

【料
金
】
１
食
６００
円

飯
山
南
地
区
運
合
自
治
会
役
員

―
‐
Ｊ

「９
４
Ｊ

〕
雪
９
⊃

―
‐

飯山南  感謝の気持ちを込めた
J暉駿 法の郷防犯パトロール隊出発式

渚動日:5月フ日

参加者 :全校生254名

場所 :飯山南小学校

5月フ日(水)、今年度も法の郷防犯パトロール隊の大勢

の方々にお集まりいただき、「出発式」を開催しました。昨

年度末の「感謝の集い」は、雨天のため実施できませんでし

た。そのため、代表児童が暑い国も寒い日も安全を見守つ

てくださるパトロール隊の方々への感謝の気持ちと今年度

の見守りのお願いを伝えました。また、法の郷防犯パト

□―ル隊隊長さんより、子どもの痛ましい事故を防ぐため

に交通ルールをしっかりと守り、命を大切にして欲しいと

お話をいただき、全校児童の安全意識が一段と高ま
')ま
し

た。地域の方々への感謝を忘れず、◆年度も事故なく安全

1下校していきたいと思います。1年間どうぞよろしくお願

いいたします。

園庭の草花に魅力を感じながら
飯 山
こども国

園庭には、様々な草花が咲き誇り、子どもたちの

心をワタワ
`フ

させています。

ダンポポの花を見つけ「かわいい」と集め、色水に混ぜ

たり、飾り付けに使つたりしながら楽しんでいます。また、

シロツメグサや綿毛の花束作り、アクセサリー作りを楽し

む姿もあります。カラスノエンドウの皮をむくと中に豆が

入つていることに気が付いた子は「緑色のがいいんだよ」

と皮の色を見ながら収穫し、中の豆を取り出し集めていま

す。遊びの中で草花の特徴に気付き、魅力を感じながら毎

日遊びに夢中な子どもたちです。

まだまだ園庭には、子どもたちが気付いていない楽しい

魅力がたくさんありそうです。これからも子どもと同じ目

線になって草花の魅力に心をときめかせながら遊びを楽

しむことを大切にしていきたいと思います。

エール
〈く( Yett 〉〉〉
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躍
動
す
る

は
ん
な
ん

，
歴
史
探
訪

・
不
易
流
行

こ
の
地

で
長

年
に
わ
た
り
大

原
文
具
店
と
し

て
営
業
さ
せ
て

い
た
だ

く
か
た

わ
ら

、
私

の
両

親
は
人
と
人
を

繋
ぐ
お
世
話
も

し

て
お

り

、
「
⊂

縁
を
い
た
だ

い

た
折
り
に
は
仲

人
を
務
め
る
と

い
う
こ
と
も
し

て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
姿
を
み
て
き
た
私
も
、
本
業
と
は
別
に

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
業
態
の
変
化
に
伴
い
、
〈和

和
元
年
に
本
格
的
に
取
り
組
む
べ
く
「結
婚

相
談
所
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」
を
開
業
い
た
し
ま

し
た
。
近
年
の
社
会
環
境
や
生
活
実
態
の
変
化

に
伴
う
結
婚
年
齢
の
二
極
化
に
よ
り
、
な
か

な
か
出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
を
得
ら
れ
ず
将

来
へ
の
不
安
を
抱
え
る
方
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
当
相
談
所
で
は
会
員

一
人
ひ
と

り
の
相
談
に
寄
り
添
い
、
真
剣
に
お
相
手
を

Ｌ
Ｅ
Ｅ
み
み

躍
動

す

石

は
た
な
た

一

「
素
敵
な
出
会

い
を
あ
な
た
に
」

結
婚
相
談
所
　
フ
ｆ
ノイ
ン

ド
∴
り

ｌ
ｏ

/塩温↓フ津

探
し
て
い
る
会
員
様
を
励
ま
し
応
援
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
よ
り
多
く
の
出
会
い
の

チ
ヤ
ン
ス
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
全
国
的
な
大

手
結
婚
相
談
所
連
盟
の
「Ｉ
Ｂ
Ｊ
日
本
結

婚
相
談
所
連
盟
二
Ｊ
Ｂ
Ａ
日
本
結
婚
相
談

協
会
二
Ｔ
Ｍ
Ｓ
全
国
結
婚
相
談
事
業
者
連

盟
」
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
紹
介
可
能
人
数

が
多
く
、
国販
新
の
シ
ス
テ
ム
で
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ホ
で
の
お
相
手
探
し
も
可
能
で
す
。
ち

な
み
に
、
２
０
２
３
年
Ｔ
Ｍ
Ｓ
ア
ワ
ー
ド
成

婚
部
門
及
び
、
２
０
２
３
・２
４
年
十
Ｂ
Ｊ

ア
ワ
ー
ド
を
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
実
績

を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
釣

書
や
身
上
書
を
お
預
か
り
し
て
近
隣
仲
人

さ
ん
方
と
交
換
し
、
親
御
様
も
安
心
で
き

る
よ
う
な
旧
来
か
ら
の
紹
介
の
方
法
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
出
会
い
を
求
め
る
多
く
の

方
々
の
理
想
や
悩
み
、
家
族
の
意
見
な
ど

伺
い
な
が
ら
、
お
相
手
探
し
か
ら
ご
成
婚

ま
で
の
身
近

な

婚

渚

サ

ポ
ー
ダ
ー
と

し
て
渚
動
し

て
ま
い
り
ま

す
。
会

昌
⌒様

や
ご
家
族
の

「
喜
び

の
笑

顔

」
が

た
く

さ
ん
見
ら
れ

ま
す
こ
と
を

期
待
し
て
。

結婚相談所フレンドリー

飯山田]下法軍寺655-5
a090-1320-22フア
営業BttF口弓40i00～20:OO

結婚相談所フレンドリー ヽ検索

許
《御
本
殿
　
「多
賀
宮
正
殿
復
元
』

●

伊
勢
神
宮
御
古
在
領
躇
１
９
７
７
／
０
９
》
　

　

参
考
文
献
・『香
川
縣
神
社
誌
』
・発
行
所
香
川
縣
神
職
會
　
昭
和
十
三
年
十
二
月
一日
発
行

一那
吐

由
々

環
議

《宇
夫
階
神
社
》

業
俗
石座
・御
神
体
岩
》
０

【
讃
留
霊
重
伝
承
∬
■
甲
ｔ
ズ

アヽくユ‐迅
　
　
菜乗
島

和
茂

【讃
留
霊
王
伝
承
の
神
社
】

◎
香
川
県
内
鎮
座
十
五
神
社

○
【宇
夫
階
神
社
【シ
リ
ー
ズ

Ｎｏ
・２４
十
五
十
③
後
編
】

《宰
手
金
暉
御
洋
貴
う
ぶ
し
な
じ
ん
じ
ゃ
）》

鎮

座

地
　
宇
多
津
町

一
六
四
四
番
地

態
不　
　
神
　
０
宇
夫
階
大
神
（大
己
貴
命
・お
お
な
む
じ
の
み
こ
と
）

神
社
由
緒
　
社
伝
よ
れ
ば
神
代
よ
り
津
之
郷
鎮
座
あ
り
し
時
に
、皇承
行

天
皇
の
皇
子
日
本
武
専
の
子
０
武
殻
王
（た
け
か
い
こ
お

引
ヨ
謁
「
詞
∃
）目
國
同
期
柵
赳
剰
割
日
到
ぜ
劇
刃
悧
、封

内
海
岸
を
船
に
て
巡
視
せ
ら
れ
し
に
、暴
風
雨
起
こ
り
て

御
船
漂
揺
す
。

王
は
宇
夫
志
奈
神
を
祈
り
し
に
忽
ち
小
烏
飛
び
来
り
て

御
船
を
導
き
、遂
に
泊
浦
負
丸
亀
市
本
島
阿
泊
）
に
漂
着

難
を
逃
れ
た
。
一堂
⊂
を
以
て
崇
敬
厚
く
小
烏
神
と
禰
し
奉

れ
り
云
々
。

●
《小
烏
大
明
神
》
の
元
鎮
座
地
　
宇
多
滓
町
本
村
東

一
七
二
〇
〇

・
三
番
地
か
ら
遷
座
式
年
祭
開
催
記
録

常
西
暦

一
九
五
七
年
五
月
に
遷
座

一
一
五
〇
年
祭
開
催

苺
西
暦
二
〇
〇
七
年
六
月
に
遷
座

一
三
〇
〇
年
祭
開
催
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一不

易
■流
・行
ふ
　
え
　
き

り
ゅ

つヽ
こ
う

み
ち
ひ
ろ
さ
ん
の
ゴ
リ
ラ
研
究
か
ら

見
え
て
き
た
こ
と

（１
）

み
ち
ひ
ろ
さ
ん
が

こ
こ
ま
で
ゴ
リ
ラ
の
研

究
を

一
生
懸
命
に
取
り
組
み
、格
調
高
い
論
文

に
ま
で
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、本
人

の
能
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
周
囲
の
温
か
い

支
援
も
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
要
因
と
し
て

ω
ゴ
リ
ラ
研
究
を
は
じ
め
よ
う
と
し
た
き

っ

か
け
が

「悔
し
い
」
と
痛
切
に
感
じ
た
こ
と

か
ら
の
ス
ダ
ー
ト
で
あ
っ
た
こ
と
（本
人
な

り
に
強
い
覚
悟
が
あ
っ
た
）
。

②
近
く
に
栗
林
公
園
動
物
園
が
あ
り
、
い
つ
で

も
探
検
で
き
る
よ
い
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
。

③
長
期
体
み
に
日
本
中
の
ゴ
リ
ラ
を
飼
育
し

て
い
る
動
物
園
を
家
族
の
人
た
ち
と

一
緒

に
訪
間
で
き
た
こ
と
（家
族
の
方
々
の
厚
い

協
力
体
制
）
。

⑪
訪
間
先

で
担
当
者
等
と
話
が

で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
が
豊
か
で
あ

っ
た

こ
と
。

⑤
ゴ
リ
ラ
に
関
す
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
て
東
京
の
友
だ
ち
と
交
流
が
で
き

た
こ
と
。

③
ゴ
リ
ラ
研
究
を
発
表
で
き
る
場
が
あ
っ
た

こ
と
（上
野
動
物
園
の
機
関
誌
）
。

⑦
ゴ
リ
ラ
探
訪
で
得
た
情
報
を
ま
と
め
、
そ
こ

か
ら
の
疑
間
を
次
の
探
訪
に
生
か
す
学
び

の
サ
イ
グ
ル
が
根
付
い
て
い
た
こ
と
（学
び

の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
）
。

等
が
考
え
ら
れ
る
。つ

づ
く
　
　
（三
谷
秀
樹
）

4



■をの押F
覇
づくり

7事業所と
地域防災協定書締謂

ぶ。
(｀
~no― s。と。

法
の
郷
づ
く
り

・
ふ
れ
あ
い
交
流
室

南海トラフ地震に備え、地域の防災力を日頃から高める手段として＼県

内各地区の自主防災組織に対し、かがわ自主ばう連絡協議会から協力

の呼びかけがありました。これに応じて、飯山南地区から|よフつの事業所

が賛同し、協力を表明しました。

昨年末および本年3月に|よ、県庁において「防災組織と企業との地域

防災協定合同締結式」が開催され、代表者が出席して署名
。協定書の交

換をイ子いました。

式典では、池田欠□事より「共助の中心 |よ自主防災組織だが、その活動

に|よ限界もある。地域内の企業が防災資機材や物資の備蓄＼防災支援

渚動などに協力していただくことで、共助の体制を日頃から築いていた

だけるのは非常に心強い」とのお言葉をいただきました。

各部 部長紹介 総務環境美化部

防  災  部
福  祉  部
文 化 育 成 部

健康スポーツ部

ふれあい交流部

【参力□事業所】

豊嶋建設株式会社

株式会社綾野製作所

株式会社新居組

社会福祉法人祷友会

有限会社古竹建設

株式会社龍満組

株式会社四国テクニカ

安益

林

寺井

木村

北尾

村井

久広

義輝

義弘

彰子

江理

栄子
轟環 氷 畳 ,A亀 》

，
１
′

11 どうぞよろしくお願いいたします。
r玉争ラ

牌靭騨］

0 ∵シ舞タグラご始<だ、★ι

と/

謬

ムを
〕′

6月 18日 (水)10時 30分～14時
『雨もたのしいね』
～絵本のよみきかせと

パッチンがえるをつくろう～

6月 11日 (水 )
10B寺30分⌒ヤ11日寺30分

5

6月 24日 (土 )
40日寺30分⌒マ41B寺 30分
『フラワー法ちゃんを作ろう』

募集人数 :フ名 (予約制)

参 力□費 :220円

6月 21日 (土)41時 ～11時45分

予約制のイベントはコミュニティセンターまでお申込みください。コミュニティセンターのホームページに F/S、 れあい交流室だよりとを掲載しています。
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●ふらっと Tea Time～小物づくり～

みなさんと一緒に楽しい時間をすごしませんか

ご近所さんやお友達とお越しください

6月 26日 (木 )

塾覇甚彗:ζ憲0円     I―  療
鍾≦鶉ゞ 4 牟 牟牟ホI

締切り:6月 20日 (金 )

地元農家さんの新鮮野菜。多肉植物・

季節の飾り物など

●パンの販売〔にじいろベーカリー】

6月 4国 (フ」く)
11時～

V
率

イ
ゼ
義

く,HrI″

●朝市・フリーマーケット

6月 28日 (土 )
10B寺 -12日寺

活
　
用

班
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0 ば、   ゃす  0壁ヂe

●対象著

飯山南地区在住で、満3歳までのお子さん
0応募できる方
お子さんの父母または養育者
●」1中し込み力汰
誕生月の前月1日まで1こ、件名を「宝赤ちゃんlとし、
下記の必要事項をご記入のうえ、
メールまたは窓ロヘご持参く患きt屹

●必要事頂
・お子さんの氏名 (ら、りがな)、 性別、年齢
・保護者の氏名、連絡先
●応募メールアドレス

図 hannan‐ c@mf.pikara.ne.ip

宝赤|ゃた募集中
一

宝
赤
ち
や
ん

健
康
ゲ
ツ

ト

フ
オ
|

カ
ス

法
の
郷
人

ベストショット

待ってま～す♪

じゃがいものうま煮
今が旬の新じゃがいもと新たまねぎは

みずみずしくて美味しいです。

■材料 (2人分)

じゃがいも・―・・

たまねぎ…Ⅲ……

にんじん………

干し椎茸…………

厚揚げ…………

さやいんげん………

サラダ油……………

砂糖 …………………
しようゆ ・…………

だし汁……・………・

(しいたけの戻し水)

140g
60g
…30g
… 2g
中40g

20g
4g
4g
14g
40g

■作り方

0じゃがいもは向切り。たまねざはlcmのスライス。人参
はいちよう切り。干し椎茸は戻して小さい向切

'り

にす
る。いんげんは塩苅でにして、斜め切し)にしておく。
②サラダ油で①を炒めて、椎茸の戻し汁。だし汁・砂
しようゆで煮る。

煮えたら、盛
')付
けた上に、いんげんをち

No.

057
吉本 郁夫さん

川井自治会

家族思いの真面国で穏やかなお人柄。一緒にいて楽

しいと奥様の談。8ア歳の方です。

四国電力に40年余り勤務し、台風や災害時には家の

事は家族に任せ、会社で待機して緊迫した状況を見守っ

ていたと。また、猛暑や厳寒でエアコンの使用量が増え

た時には、使用を抑えるよう手配したこともあったとか。

◆でも、散歩中に電線の様子が気になり、時々上や左右

を見ながら歩いているそうです。

退職後は造園業を学び、10年余り自宅や親戚の庭の

剪定を。そして毎年の楽しみはご夫婦での旅行。ツアー

に参加して日本各地を巡ったり、お正月には淡路島の七

福神をお参りした
')と
。また、息子さんの勤務地だった□

ンドンやシンガポールにも行かれたとか。

これからも健康に気を付け、奥様と共に30年続けて
いる毎日の散歩や、畑での果樹や野菜作りを、元気で行

いたいと話されました。

|― 青∴弁.||れ .・「争
:デー,,|!■ 繕

トゞロール隊出発 !

五月晴れの空

の下、運動場に全

校生と防犯パ ト

回―ル隊員が集ま

り、令和フ年度第 1

回目の集団下校と

防犯パトロール隊の出発式です。

防犯パトロール隊長と、校長先生のお話、児童代表の

お礼と◆年もお願いしますということば、最後に安全パ

トロール隊員の紹介です。さあいよいよ元気いつぱいの

子どもたちとの下校、254人の全校生は防犯パト回―ル
隊員と17の地区に分かれ、8つの方向へと帰ります。入

学したての1年生41人は初めての集団下校、みんなと一

緒でちょっと恥ずかしそう、でもどこか嬉しそうな笑顔が

見えています。今年は6フ人の方が防犯パトロール隊に

登録されました。5月から来年の3月まで、暑い日もあれ

ば寒い日もありますが、子どもたちの安全のために集団

下校に付き添っていただけます。なんといっても子ども

と学校は地域の宝物。こうした活動を通しても

いたいものですね。

Oα J患 メ|  う「k

物樫床ゲツト

尋
章邑諄
一
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ハ ●〕
ぐん鶏滲多 )

生
,舌

だ
よ
り

J

丸
亀
市
健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

骨
密
度
は
加
齢
や

一））′′‐、　韓『け韓一φ］眸

し
て
い
き
ま
す
。
胃

密
度
の
低
下
は
自
覚
症
状
が
な
い
た

め
、
を飛
づ
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

骨
密
度
が
低
く
な
る
と
、
ふ
と
し

た
動
作
で
骨
折
に
つ
な
が
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
身
の
骨
密

度
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の

機
会
に
骨
密
度
測
定
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

ヽ

Ⅷ
響

双
光
章

受
章

平
成
８
年
１１
月
、軽
費
老
人
ホ
ー
ム
「じ
き

し
ん
と

の
施
設
長
に
就
任
。平
成
〃
年
４
月

か
ら
令
和
４
年
３
月
ま
で
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「紅
山
荘
」
の
施
設
長
と
し
て
も
、長

年
に
わ
た
り
老
人
福
祉
に
貢
献
し
た
と
し

て
、受
章
さ
れ
ま
し
た
。

↓
中

6月7日 (土)

マザエゲース
～英語であそ:ぎ～

今月のテーマは「ワグワク冒向 。

英語の絵本や手遊びで、楽しく英語に親しみましよう !

h ,

1日 (日 )

5日 (木)

7日 (土 )

20え jDモιスt

ピカピカデー

親子体操
マザーグース

磐

社会福祉,去人 祷友会

《英語であそぼ/ワグワグ冒険》(要申込)

11日 (水)…避難・消火訓練
15日 (日 )・…えほんダイム

18日 (水 )・・・出前講座「じどせんのおねえさんといつしよ」

(飯山南コミュニティセンダーで)

19日 (木)…・ツボ押しと体操

25日 (水)。・・移動図書館かめまる号がやつてくる

26日 (木)・・・トライアングル《子育て相談》(要申込)

(子育てひろば「たんぱ(ぎlと共催)
28日 (土)…・ファンダジー《創作紙芝居》

〔7月初めの行事予定】

1日 (火)。…ピカピカデー

3日 (木 )・・・親子体操

フ日 (月 )・中七夕まつり

東′J可‖睦 センター a(0877)S6-8778

かま くら  かつ ひで

錬倉 克英さん

k

|

|

絲:
ェit

も
も
っ
こ
広
場

『桃
の
手
づ
く
リ
デ
ザ
ー
ト
』

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。飯
山
の
桃
を
使
っ
て
、

コ
ン
ポ
ー
ト
な
ど
を
作
り
ま
す
。
み
ん
な
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
き
つ
。

【田
時
】６
月
あ
国
（水
）４０
時
～
１１
時

【場
所
】調
理
室
・
／Ｓ、れ
あ
い
交
流
室

【参
加
費
】無
料

【持
ち
物
】
マ
ス
グ
、手
拭
き
用
ダ
オ
ル

【募
集
人
数
】
４０
家
族
　
　
　
　
　
，

【申
込
】６
月
７
日
ま
で
に

飯
山
南
コ
ミ
二
一テ
ィ
セ
ン
ダ
ー

ａ
９
８
１
２
２
０
０

オ

阿
知
公
虜

静
耳

だ

か
句

法
の
郷
公
園
の
花
壇
の
植
替
え
と
草
抜

き
を
し
ま
す
。

お
時
間
の
あ
る
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

【日
時
】６
月
ア
日
（土
）

檸
時
～
１８
時
３０
分

貪
営

ψ

例
お
讐
府

作
業
後
、ム知
た
い
飲
み
物

を
ご
用
一思
し
て
い
ま
す
。

的
▼
【
磐
ｆ
ｉ
Ｔ
Ｉ
発
確
■
１……
子
”
持0

鬱
解
盈
彊
∂

虐

待

虐
待
は
人
権
侵
害
で
す
。
子
ど
も
や
高

齢
者
な
ど
、
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
社
会

問
題
で
す
が
、
虐
待
に
至
る
背
景
に
は
子
育

て
の
疲
れ
、
介
護
の
疲
れ
な
ど
の
原
因
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
で
の
理
解
と
見
守

り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

交
番
だ
よ
り

学
自
転
車
を
盗
ま
れ
な
い
た
め
に

対
策
を
し
ま
し
ょ
う
！

皆
さ
ん
、
普
段
か
ら
自
転
車
を
よ
く
使
用

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
自
転
車
を
無
施

錠
の
ま
ま
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

令
和
６
年
に
発
生
し
た
自
転
車
盗
難
の
う
ち

約
８
割
が
無
施
錠
に
よ
る
被
害
と
な
り
ま
す
。

大
事
な
自
転
車
を
盗
ま
れ
な
い
た
め
に
は
、

０
少
し
の
時
間
で
も
施
錠
！

０
自
宅
敷
地
内
で
あ
っ
て
も
施
錠
！

が
大
切
で
す
。

ま
た

、

●
常
設
の
鍵
の
他
に
防
犯
性
の
高
い

補
助
錠
を
使
用
す
る
こ
と

０
自
転
車
を
手
す
り
や
柱
等

動
か
な
い
切
に
固
定
す
る
こ
と

も
効
果
的
で
す
。

丸
亀
警
察
署
代
表
電
話
盗

２
２
１
０
１
１
０

警
察
相
談
電
話
盆
♯
９
１
１
０
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ω
掲載ページ

お
パンの日

tw
かめまる号

'E宝青パト巡回日 カ
レ
ン
ダ
ー

・
地
域
の
様
子

>題巳〔

10

20 休館日
・ あいさつ運動 (福祉部)

3●

40 ・ 音楽療法ロ

50

60

70 ・ 法の郷公園花壇植替え。草抜き0

50 ・ 健康ウォーク・ペタンク

90 休館日

100 ・ 私の健康アップ記録用紙提出締切り

130

140

:多 ⑧ ●にじいろカフェ紅山

160 休館日

18o

19o

'Ett dい     20o ・ 介護予防のための体操教室

・ 健康相談CD
●じどせんのおねえさんといっしょo

・ 農村食堂 0
・ 法ちゃんくらぶω

17●

21o 凸

>題巳く

2盈 竜勧・ 農村食堂 0

231〕 体館日

24●

250 ●ももっこ広場 0

260 ●ふらっとTea Time ω

280 ・ 朝市・フリーマーケット0

磁珍H尋

300 休館日

ア/40・肺がん検診

ア/50・私の健康アップ野菜渡し日

ア/6e・土器川クリーン作戦

110 ・ 法の郷ささえ愛運営委員会    'Eく Lw     27に 多

12●

５
月
２
日
、南
小
学
校
の
３
年
生
と
５
年

生
の
児
童
が
校
外
学
習
の

一
環
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
習
沼
動
を
終
え
た
後
、
法
の
郷

公
園
で
遠
足
の
お
弁
当
タ
イ
ム
を
楽
し
み
ま

し
た
。
一死
気
い
っ
ぱ
い
に
走
り
回
り
、さ
ま
ざ

ま
な
遊
具
で
遊
ぶ
な
ど
、公
園
内
に
は
笑
顔

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
に
ぎ
や
か
な

光
景
を
目
に
し
、
公
園
を
整
備
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
喜
び
の
思
い
が
改
め

て
心
に
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

春
に
は
、
第
３
回
と
な
る
法
の
郷
ウ
オ
ー

ク
ラ
リ
ー
が
盛
況
の
う
ち
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
〈フ
夏
に
は
高
校
生
が
中
心
と
な
っ
て
夏

ま
つ
り
を
企
画
し
て
お
り
、若
い
世
代
の
創

造
性
や
意
欲
、情
熱
を
存
分
に
発
揮
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
現
在
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
秋
に
は
法
の
郷
い
き
い
き
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
、
セ
ン
ダ
ー
と
公
園
の

一
体
的
活

用
も
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
市
民

が
ふ
れ
あ
い
、交
流
し
、憩
え
る
場
と
し
て
、

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
美
し
く
快
適
な
公
園
を
目
指
し
、

◆
後
も
取
り
組
み
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

花
壇
の
手
入
れ
、
ケ
ヤ
キ
や
ヒ
ラ
ド
ツ
ツ

いン
、
し
だ
れ
桜
、
芝
生
の
水
や
り
や
草
抜
き

な
ど
、
公
園
の
維
持
管
理
に
は
多
く
の
人
手

が
必
要
で
す
。
公
園
管
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
の
あ
る
方
は
、
コ
ミ
≧

〓
ア
ィ
だ
よ
り
な

ど
で
案
内
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

（文
責
　
進
　
和
彦
）

/再、れあしヽブ¬レンダー
6月

F‐ il‐ t∫

―
1平

| |'I 十 111.ヽ
「
中!ヽ |

〔発行・編集〕

飯山南コミュニティ広報委員会

飯山南コミュニティセンター

〒762-0084 丸亀市飯山田丁上,去軍寺 1010‐ l Tet・ Fax 08フアー98-2200

https://hannan‐canet/ 回 ■

■

飯山南コミュニティ協議会  気

HANZANMINAMI COMMUNITY MAGAZINE No 13S【 20256】   8


